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水
を
う
ま
く
飲
む

う
ま
く
使
う

ミ ネ ラ ル ウ ォー タ ー が 売 れ、 家 庭 用 の 浄 水 器 も 珍 し く な く な り ま し
た 。「お い しい 水 」へ の関 心 、 妥 望 が 高 ま っ て い ま す 。 先 日 区 政 モ ニ タ( 50

人) の 方 に 行 っ た ア ン ケ ー トで も 、 飲 み 水 の 安 全 性 や 味 に つ い
て 。96% の 人 が 「 関心 が あ る 」 と 答 え てい ま す。

今゙ の 水 道 水 は ま ずく て飲 め ない 』
「臭( に お) い が気 に な る 」 など 、

と か< 評 判 の 良< な い 水 道水 。 折 し も 、 金 町 浄 水 場 で は 新 し い 浄 化 方
法 も ス タ ー ト 。 日 々 の 生 活に 欠< こ と の で き な い 水 に つ い て 考 え て み
ま す 。

オ
ゾ
ン
+
活
性
炭

=
お
い
し
い
水

金
町
浄
水
場
高
度
浄
水
処
理

こ
の
夏
、
水
退
水
が
少
レ
お

い
し
ぐ
な
っ
な

旭

い
盍

尤

か
。
足
立
区
全
域
に
奎

汞

を

供
給
し
て
い
る
金
町
浄
水
場

で
、
旦
月
下
旬
か
ら
「
高
度
浄

水
机
矮
」
が
始
ま
2
{

に‥
だ

。

同
浄
水
場
で

ば
、
'
れ

ま
で

も
粉
末
活
性
炭
岑
乕
{い
、「
か
ぴ

乕

の
軽
減
一

凶
つ
て
き
声
じ

た
。
こ
の
か
び
臭
除
去
煢
よ

り
安
定
的
で
効
果
的
な
`
y
の
に

す
又
だ

め
高
度
浄
水
処
濔
笳

導

入
さ
れ
声
レ
た
。

「
高
度
処
理
」
は
"
J
£
ま

で
の
浄
水
処
理
シ
ス
テ
ム
に

「
オ
ゾ
ン
机
翻
?
と
「
牛
碯
屈

性
炭
鬯
贋

遑

」
を
加
凡
だ
も

の
で
T

。

・
オ
じ

肌
理
・
:

オ
ジ
化
習
`
汳
汞
の
中

に
混
入
し
、
オ
ゾ
ン
の
強
い
酸

化
力
で
「
か
び
臭
い
の
歹
な

る
物
質
(
2
メ
チ
ル
イ
ソ
ボ
ル

ネ
オ
ー
ル
等
)
を
分
解
」l
t
。

こ
の
肌
理
で
、「
か
ぴ
具
いは
大

幅
に
軽
減
さ
れ
求
T
。

卑

豐

啀
器

蓍
遍

強
い
吸
着
力
痴
痔
つ
粒
状
の

活
性
炭
が
、臭
い
Q
兀
を
潘
冕

ホ
y
。さ
ら
鉦
泥
胯
に
す
み

つ
い
た
微
牛
耨
が
臭
い
の
乙
を

食
べ
つ
づ
け
、
活
性
炭
の
吸
肴

力
が
長
い
閧
保
た
れ
ネ
T
。

こ
の
高
度
処
埋
に
よ
っ
て

2
メ
チ
ル
イ
ソ
ボ
ル
ネ
オ
ー
ル

は
園
形
除
去
さ
れ
、
ト
リ
(

口
I

メ
タ
ン
牛
碼
能
や
ア
ン
モ
ニ
ア

性
穹
零
、
陰
f

万
ン
界
面

唇
性

剤
も
大
幅
に
減
少

旨

ヂ

。

高
度
処
理
套
い
た
水
の
配
水

嗇
ほ
F
E
約
践
だ
㎡
。
金
町
浄

水
場
の
平
均
配
水
量
の
帯
ぷ
そ

2
5
弧
に
あ
た
ひ
豕
す
。
そ
こ
で

高
度
机
掃
r
だ
粲
y
捉
来
の

浄
謇
冫
憲
荅
し
、
各
世
帯
に

均
等
に
供
給
袞
¥
y
。

平
成
工
!

末
に
は
冫
期
エ

亊
S

馭
U

、
高
度
肌
理
の
配

沓

ほ
現
在
の
晨

の
F

昌

万

ぼ
ま
で
ア
ッ
プ
に
¥
ヂ

。

木炭を使い
区でも浄化実験

粱

場
の
処
理
万
法
が
い
く

ら
艮
く
な
っ
て
・
#
水
源
i

島

川
が
汚
い
ま
ま
で
ほ
困
り

ま
す
。
河
川
が
皀
れ
い
に
な
れ

ば
、
も
っ
と
簡
単
に
お
い
し
い

水
が
飲
め
、
吏
吉
々
の
生
活

に
叭
躅
い
が
与
丞
R
¥
す
。

区
で
甎

渭

笵

の
冥
験

を
こ

萇
川
ぶ

成
蓋
曹
月

か
ら
莠
け
て
ぃ
ネ
歹
(
所
在
地

舎
人
四
丁
皀
1
番
先
)
。

£
萇
川
は
、
河
川
の
汚
れ
を

表
わ
す
指
標
の
一
つ
B
o
D

(
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
)

が
2
0
～
2
5
呵
/
忿
。
B
o
Q
r
n

呵
/
忿
く
ら
い
ま
で
が
魚
の
す

め
る
水
と
さ
れ
て
ぃ
ま
す
か

ら
、の

い
忝
R
ぶ
n
汞
y
。

J£
ま
で
の
乳
酸
菌
飲
料
の

簪
器
晋
便
っ
た
実
験
で
は
、
B

↓

晋

窰

套
¥

と
g

か
q
F

だ
。

こ
の
1
月
、
実
験
鵆
改
の
一

系
絖
に
'
(殺
と
し
て
約
3
t
の

木
炭
奮
(
れ
声
だ

。
強
い
吸

善
性
を
痔
っ
木
炭
に
、
微
生
物

の
哢
冴
う
け
、酸
素
を
箆
r

、

こ
の
万
法
は
、
河
川
浄
化
の

方
蓼
と
し
ア
ほ
全
国
で
亀
初
め

て
の
試
み
で
歹
。
y
紅
貰
ぼ
'
(

遜
し
に
く
か
っ
た
9
素
、
リ

ン
吟
声
の
除
去
率
ア
ッ
プ
が

期
待
さ
9

ヂ
。

実
鵯
漑
果
を
が
れ
ば
、

こ
の
木
炭
を
唾
?
y
ス
テ
ム
を

I

利

用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

みんなで綾瀬川を
ウォッチング

1
2年
連
齶
U
で

一
級
河
川
で

水
質
ワ
ー
ス
ト
L
と

い
う
段
瀬

川
を

、
み
ん
な
り

事

き

れ
い
{

‘と

、7
月
2
4ほ
水
質
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
小

學
牛
が
ら
高
校
ま
ま
で
の
2
4
人
y

天

人
耻

令

子

。

内
匠
喬

、
罌

櫞

、
垳
川
か

ら
採
水
し
、
澂

明
度
や
水
温

、

に
お
い
な
g

″
チ
ェ
ッ
ク
、
そ

の
後
、C
O
D
(

化
学
的
酸
累

要
求
蕕
)
、ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
の

テ
ス
ト
を
し
声
レ
た
。

参
加
者
の
一
人
怛
印
章
孑
さ

ん
(
谷
中
三
一
昆
佳
)
は
「子

供
が
科
学
的
な
も
の
に
ふ
れ
る

良
い
機
会
で
し
た
。自
分
の
手

で
川
か
ら
禾
苟
ぐ
み
奔
し
た
の

で
、y
れ
か
ら
は
ボ
や
川
に
つ

い
て
老
遲
量
鬻
泛
な
る
の
で

は
」£
枦
し
ア
ア
`
れ
次
に
‥
だ
。

ま
応
、
調
査
優
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も

、

▽
家
庭
で

油
を
直
接
流
さ
な

い
、
洗
剤
を
哽
い
す
鬢
な
い

(小
考

量
)

マ
ご
ゆ
な
i

ざ
な
い
(
小
学

生
)

▽
台
所
か
ら
の
汚
水
素
寿
司

し
て
い
こ
冫
旭
っ
た
(
3
0
　

代
幸
延一
)

な
q
覃
履
で
で
霤
♀
y
が

ら
岶
9

ほ

れ
唇

り
昌

答

が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。上

阨
で
ば
展
業
用
水
を
、下

哢

ほ
隻
蔘
水
、工
婦
排
水

を
集
め
て
流
れ
る
禝
瀬
川
。
こ

の
川
の
浄
化
の
た
め
、
越
谷
市

で
は
浄
化
施
設
の
擂
孜
が
始
ま

り
。
草
加
市
内
で
は
中
川
か
ら
9

笳
導
入
す
欠
禝
瀬
川
放
水

路
が
完
成
に
近
づ
く
な
ど
、

様
々
な
取
趾
畧
が
蓼
洵で
い

黍

。
一
気
に
清
流一
贊
ほ
い
か

な
ぐ
て
も
、こ
れ
以
上
水
質
悪

化
奮
r

な
い
た
め
、
日
々
の

牛
唇

荅
直
し
r
今
ぼ
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

川 の 汚 れに び っく り

家
庭
の
工
夫
で

お
い
し
い
水
が

河
川
を
霽
れ
い
に
す
久
y
に
と

は
、一
地
域
だ
け
で
は
で
享
y
、

ま
た
莫
大
な
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
衆
必
餮
芦
¥
ヂ
。
汚
れ
た

川
夲
浄
化
I
¥
y
i
忌
が
な

け
n

呎

酋

ま
せ
ん
が
、
ま
ず

汚
さ
な
い
こ

と
が
大
切
で

す

(
卜
図
参
照
)
。

河
川
の
汚
れ
の
6
0
%
近
く

が
、
台
所
、
洗
夕
丶
風
呂
と

い
っ
た
ほ
常
牛
活
か
ら
出
る
排

水
が
原
因
と
な
っ
て
い
李
y
。

「
ま
ず
い

」
『
か
び
臭
い

』
と

い
わ
れ
ゑ

省

水
を

、
家
庭
で

の
ち
ょ
つ
と
し
た
工
夫
で

「
お

い
し
ぐ
」
で
声
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

汚 れを出さ ない工夫をしましよう

①台所の流しには、三角コーナ ーや 生ゴミ受け に水切り 袋をつけまし よう。
②食器や銅、フライパンなどについた 汚れや沺は、紙でふきとっ てなら 洗い

まし よう。
③いら なく なった油は 、紙やボロ布にし みこ ませて可燃物とし て出し ましよ

う 。また、家庭で作る石けんの原料に 利用 することも できます。
④米のとき汁は 、庭の まき水に使い ましよう。、j。
⑤洗剤は、多めにし ても洗濯効果は同じな ので皿っ て使い まし よう。

( 図) 生 活 排 水 を 流 す と 、

き れ い な 川 が お い し い 水 の基 本 で す

リ
ブ
・
イ
ン
'
9
2
(
わ
た
し
の

便
利
帳

)

8
月
下
旬
か
ら
全
世
帯
に

「
リ

ブ
・
イ

ン
=

」
i
v
i
n
g
・
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
(

わ

た

し

の

儚
莉

帳
)
9
2

」
が

で
I
C

な

今

恩

腎

分

イ

ク

ル

の

特

集

を

カ

ラ

ー

ペ

ー

ジ

に

掲

載

。
区

内

の
1

荒

護

や

特

色
の
あ
一浪
薗
も
楽
し
い
構

成
で
ご
!
{
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
本
文
も
、引
き
や
す

い
、知
り
た
い
こ
と
が
す
ぐ

に
引
け
る
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を

採
用
。
聴
覚
障
害
者
の
方
の

た
め
。
新
た
に
区
{
V
要
施

剪
き
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

包

蔵
し
F
レ
た
。

「
リ
ブ
ー
イ
ン
」は
隔
年

の
芦
y
な
Q
豕
T
。大
切

に
保
俯
じ

、
盜
用
ぐ
だ
さ

ぶ
冫
心願
い
し
豕
す
。

呰
笠
区
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
龠
貝
の
手
で
、
&

月
末
ご
う
ま
で
に
各
冢
屁

急
屬
け
I

芋
馬
争

。

そ
れ
以
降
、
騙
が
な
い
場
合

は
、
広
報
課
ま
で
こ
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)・
広
報
課

霓
3
8
　
8
2
T
L
t

㈹
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障

害

福

祉

申 請はお すみですか

特別障害者手当
障害児福祉手当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
誑
度

の
障
万

に
常
時
介
護
今
春
と
T
(
芳

で
、
次
の
条
件
夸
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
方
は
手
当
の
申
請
が

で
空
手

。

・
特
別
障
害
者
手
当

▽
年
齢
が
2
0歳
以
上
・マ
施

設
に
入
所
し
て
い
な
い

▽
病

浣
、
診
僚
所
に
ふ
力
月
を
角
叉

ア
入
院
し
て
い
な
い

▽
障
害

の
程
度
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る

一
表
A
の
堕
励
2

つ
以
乍
あ
る

一
表
A
の
障
害

が
L
つ
あ
ひ
、
か
つ
表
B
の
障

害
が一
つ
以
冫
の
る

一
障
害

の
程
度
が
前
記
と
同
程
度
以
上

と
認
め
ら
れ
る

手
当
額
月
額
2
万
t
千
2
3
0
円

令
障
害
児
福
祉
手
当

W
年
齢
が
2
0歳
未
満

マ
施

設
に
入
所
し
て
い
な
い

▽
障

害
児
本
人
が
障
害
奮
絮
W

誉

る
竝
的
年
命
蔘
受
け
て
い
な
い

▽
表
C
に
定
め
る
程
度
の
障

害
が
あ
る

手
当
額

月
額
1
万
1
千
1
8
0
円

い
ず
れ
の
手
当
も
、
障
害
者

本
人
の
所
得
、
ま
た
扶
養
義
務

者
の
所
得
に
表
D
に
定
め
る
制

限
が
あ
口
汞
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
等
、

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎
(
千

住
)
・
障
害
福
祉
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

リ
ハ
ビ
リ

出
張
相
談

あ
な
た
の
地
域

に
う
か
が
い
ま
す

リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
久
専

門
相
餮

胥
汀
い
ま
す

。

理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
、

看
護
婦
ご
疆

靂

法
士
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
相
談
に
応

に
汞

す
。
か
ら
だ
の
不
自
由
}な

方
に
便
利
な
器
具
の
紹
介
も
行

い
ま
す
の
で

、
ご
つ
ぞ
む
気
軽

に
お
I
C
か
け
ぐ
だ
さ
い

。

相
談
盒
碯
霎
署
は
、
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
&
月
2
6
日
(
水
)
、
午
前
　

1
0
時
～
正
午

場
所

花
畑

団
地
東
集
会
所

(
花
畑
5
-
1
8
)

費
用

無
料

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)

～
7
0

今月は福祉手当
( 国 制度) の

定例払月です

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当
、
福
祉
手
当
(
経
過

措
置
分
)
受
給
者
の
方
は
。
今

月
が
定
罔
払
月
で
す
。

8
月
1
0日
ご
瘤

け
出
害

れ
た
預
金
口
座
に
手
当
「5
y

」月
分
)
食
管
込
み
ま
し

た
。荅
笠
融
機
関
で
支
払
い
を

鷽
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
。

障
害
福
祉
係

福

祉

ご
存
じ
で
す
か

高

齢

者

福
祉
手
当

6
5歳
以
上
で
勇

月
以
上
寝

た
き
り
の
方
ご
袤
ほ
老
年
性

痴
呆
に
よ
ひ
常
時
介
助
を
必
要

と
于
る
方
(
在
宅
お
よ
び
(
院

中
も
含
む
)
に
支
給
匚
差
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
本
人

名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局

は
除
ぐ
)

▽
印
か
ん

マ

診
断
巒
袤
{ほ
八
院
証
明
書

(入
院
の
場
合
)

令
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
へ
　

a
月
期
分
(
4
y
7
弖
分
)

の
高
齢
者
福
祉
手
当
百
月
2
5

に
ご
ろ
、
対
象
の
壑
{
ん
の
口

座
に
振
り
込
み
豕
す
。
届
け
出
9

嚴
機
関
で
鷽
け
取
っ
て
ぐ

だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
ぶ
7
な
場
合
は

必
ず
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。

▽
旌
謖
入
所
、
死
亡
。
転
出
等

で
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た

と
き

マ
寝
た
き
ひ
の
状
煢
碎
凉
じ

た
と
き

口
口
座
番
号
、庄
影
?
届
出
　

事
項
に
底
更
が
あ
っ
た
と
き

ヱ
籌
芯
身
障
害
者
尤
翠
受
　

リ
?
今
に
な
っ
た
と
き

申
込・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)・
高
齢
者
福
祉
係

恩
給欠

格
者

の
方
へ

平
和
祈
念
事
業
特
別
葵
董
で

は
、恩
給
欠
格
者
の
方
に
対
し

慰
労
劬
屬
齋
U
て
い
ホ
y
。

対
象
者

恩
給
法
上
の
旧
軍

人
・
軍
属
で

、
年
令
恩
給
等

岑
受

け
る
権
利
の
な
い
方
の

う
ち
、
外
地
動
務
し
ぶ

と

J…あ
り
、
在
職
年
数
が
加
算

年
啻
苣
め
1

年
以
卜
石

る
万

来
な
に
し
、
次
の
方
は
該
当
し

ま
せ
ん
。

マ
戦
傷
柯
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
上
の
軍
属
・
準
軍
属
だ

っ
た
方
(

噬
員
、
傭
人

、
エ

員
等
)

マ
隻

嗇
硲

裹

ほ

共
済
年
金

等
を
受
給
し
て
い
「(
芳

▽
日
本
国
籍
を
有
さ
な
い
方

▽
旧
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の

地
域
に
強
制
抑
留
さ
れ
て
い

た
方
(
こ
の
場
合
は
別
の
請

求
に
該
当
に
¥
ヂ
)

慰
労
品
内
閣
総
璢
t
(
臣
名
の
　

ゑ

笞

銀
杯

請
求
万
法

請
求
書
類
を
平
和

愆

譱

梟
特
別
基
金
へ
郵
送

す
る
(
請
求
書
は
区
役
所
民

牛
屎
で
配
付
し
て
い
ホ
T
)

問
合
せ
先

平
和
祈
今
葦
彙
特

別
華
甼

業
務
第
一
課

き

(
a
4
5
)
4
7
0
4

、

‘素

ほ

本
庁
舎
(
千
虍
)
・
民

生
係乳

幼
児

す
こ
や
か

相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
や
、
悩
ん
で
い
る
こ
こ
は

あ
2

専

ん
か

。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊

か
な
保
母
が
弩
呎
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
で

」

や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
お
気

軽
呱

箱

談
く
だ
さ
い
。
相
談

の
秘
密
は
厳
守
し
豕
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
興

野
保
育
園

西

新
井
本
町

4
1
1
9
1
2
3

魯
(
3
8
9
　
0
)
Q

χ
χ
Hχ
U
…
嘔

胃

・

木
曜
日

▽
親
隣
館
保
育
園

梅
田
4
1
2
9
-
6

昔
(
3

8
8
9
)
3
8
6
0

ふ
遘

水
・
金
曜
日

▽
新
田
保
育

園

新
田
2
-
1
1
1
0

き

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6
・・・

毎
週
火
・
土
曜
日

相
談
時
間
い
ず
れ
も
午
前
　

9
時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
夸
癶
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

児
竜
助
成
係

教
育

就
学相

談

教
育
セ
ン
タ
1
7

ほ

、
来
年
4

月
に
小
学
校
に
入
学
寸
欠
お

子
さ
ん
で

、
心
身
に
障
影

…あ

る
と
思
わ
れ
る
刄

汞

ん
に
つ

い
て
の
、
就
学
相
談
受
忖
っ
て

い
床
す

。

教
育
の
場
煢
こ
こ
に
求
め
た

ら
よ
い
か
に
つ
い
て
、専
門
の

相
碚
貝
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
・
申
込
受
付
日
時
毎
週
　

月
卜
金
曜
日
。午
前
9
時
　
～

午
後
5
時
(
祝
a
は
除
ぐ
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
7

申
込
・
問
合
せ
先

教

育
セ
ン
タ
ー
就
学
相
談
相
当

a
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

堅
と
お
わ
び
足
立
6
0
景
　

特
集
号
(
旦
月
L
a
号
)
　

1
4
F
卜
1
6
R
「イ
ン
デ
ッ
　

ク
ス
」欄
に
誤
吁
か
あ
ひ
　

声
一
死
。イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　

ナ
ン
バ
ー
0
、
⑩
L
@
、

0
假
官
有
y
ね
っ
て
　

い
声
¥
が
、
正
し
ぐ
は
　

F
1
9
で
y
。
町
止
し
て
お
　

わ
び
い
た
し
l
y
。

(
広
報
課
)

表A 障害の程度

表B

表C

表D 所得制限額

● 障 害 者 本 人 が 公 的 年 金 等 を 受 給 し て い る 場 合 は 、 当 該 給 付 額 は 、 所 得 に 算 入 さ れ ま す 。

千
住
本
庁
舎
跡
利
用

対
策
審
議
会
が
発
足

千
庄
本
庁
舎
の
跡
利
用
に

つ
い
て
調
査
審
躡
T
な
「
東

京
都
足
立
区
本
庁
舎
跡
利
用

対
策
審
議
渺
(
工
学
博
幸

小
島
重
次
会
長
)
が
、
こ
の

は
ど
喬
侭
¥
r

だ
。

同
蚕
蓉
卮
、
本
庁
舎
の

孵
利
用
計
画
に
つ
い
て
笥
議

し
、
区
長
に
答
里
灸
も
の

で
罵現

在
、
中
央
本
町
に
平
成
8

年
の
完
成
鷽
日
指
し
、
荷

合
新
庁
舎
膏
覡
限
苓
子
。
8

チ
圦
月
に
移
転
を
予
定
し

て
い

と
'χ
が
ら
、
旱
い

時
期
に
答
申
夲
受
け
、
跡
利

用
に
つ
い
て
の
区
案
作
成
に

入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。千

住
地
区
は
、
足
立
区
の

な
か
で
最
知
早
い
時
期
に
成

熟
h
だ
「
ま
乃
」
に
な
り
ま

匚
だ
厂
似
乙
近
年
、
人
口

の
減
少
傾
向
と
高
齢
化
の
進

展
、
周
沼
紅
郊
都
市
と
の
競

合
に
よ
る
商
業
簒
矍
の
低
下

な
ど
、
地
区
念
咎
呑
ぐ
環

懲
破
し
い
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
、
常
磐
線
・
東
武
線

沿
線
の
飛
躍
的
な
人
口
増

加
、
都
心
部
か
ら
の
業
務

地
・
住
宅
地
の
拡
大
、
吏
J

常
磐
新
線
の
開
通
と
い
っ
た

新
し
い
変
化
も
数
多
く
あ
り

ま
す
。

千
住
本
庁
舎
の
跡
利
用

は
、
千
住
地
区
だ
け
で
は
な

く
、
広
く
足
立
区
令
陬
の
発

展
の
た
め
に
活
墮
灸
y
必
要

が
あ
豎

手

。

こ
の
た
め
、審
議
会
で
は
、

地
域
の
忌
展
の
た
め
に
呉
体

的
に
ど
9

鬻
な

禀

緊

導

入
す
る
の
か
、
開
発
の
区
域

は
ど
こ
ま
で
考
凡
る
の
か
、

な
冫
藁

羅

し
て
い
宋
す
。

問
合
せ

先

本
庁
舎

♀

住
)
・
企
画
課

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
　

1
㈹

足 立 区 本 庁 舎 跡 利 用
対 策 審 議 会 委 員 名 簿

【 区 議 会 議 員 】上 田 二 郎

大 島 芳 江白 石 正 輝
瀬 川 三 則
瀬 沼 剛

高 島 直 樹友 利 春 久
中 川 外 行
長 塩 英 冶

【区 内 関 係 団 体 】 
相 場 修 造
飯 沼 文 子入 江 賢 造
織 田 良 春
酒 井 省 三
脊 戸 輝 夫

高 橋 正 賓
田 口 富 蔵
武 田 守 弘
田 中 武 夫
角 田 文 冶

碣 田 七 右 衛 門
【学 識 者 】
大 熊 基 一小 島 重 次

高 貝｀9 邦 郎
中 畆、 敏 夫
吉 田 敬 一
渡 辺 幸 男

( 50 音 順 ・ 敬 称 略)

『
生
き
が
い
奨
励
金
』
の
支
給
に
つ
い
て

区
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
の
学
獰
齠
や
社
会
参
加
9

案
伝
い
と
し
て
、「
生
き

が
い
奨
励
曾

奮
又
紿
し
て

い
ネ
罵

こ
の
制
彦
ほ
、
7
0
歳～
7
4

歳
の
方
に
5
千
円
、
7
5歳
以

上
の
万
に
7
千
円
を
年
I
回

支
給
寸
気
も
の
で
す
。

対
象

政
月
1
日
現
在
、
区

内
に
居
庄
す
缶
7
0歳
以
上

の
方
(
年
齢
は
平
成
5
年

3
厨

甘
現
在
)

※
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
2

チ

。

支
給
時
期
H

月
上
旬

支
給
方
法

郵
便
局
や
銀
行

令
崟
融
機
関
の
、
届
け

出
口
座
へ
振
ひ
込
み

申
込
方
法
今
年
新
た
に
対
　

匐
冫
な
っ
た
方
に
は
、
8
　

月
下
旬
に
支
給
申
し
出
の
　

用
紙
を
芻
送
卩
¥
ヂ
。

郵
便
貯
金
通
帳
記
堡
否
号

ま
に
は
、
銀
行
等
口
座
番

脅
忝
記
入
、
押
印
し
て
ボ

ス
ト
に
入
れ
て
ぐ
だ
さ
い

※
既
に
申
出
書
を
鳧
出
し
、

振
込
先
を
指
定
さ
れ
た
方

は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
ひ

ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)・
生
涯
教
育
推
進
課
　

・一一
(
3
8
8
2
)
1
1
　
1

㈹
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募

集

住
区
セ
ン
タ
ー

従
事
者

登
録
制
度

庄
区
セ
ン
タ
ー
で
は
、
児
扈

館
や
孝
人
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
ぐ
だ
‘竄
芳
奎
氷
め
て

い
求
罵

お
名
前
蠹
餮
黥
し
て

い
な
タ
ミ

通
動
距
離
翕
と

を
笳
酊
ら
い
、
適
忝
な
施
垠
を

ご
紹
介
」汞
瓦

対
象
5
0
歳
卮
ま
で
の
女
性

従
事
時
間

月
土

曜
日
の
午

前
1
時
I
午
浚
i
時
、
ま
た

は
午
後
し
時
卜
ら
時
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
形
態
(
お
お
む

ね
週
2
4時
間
程
度
)

従
事
内
容

小
幸
生
T
t
3

年
生
)
の
保
育
な
ど

謝
礼
L

時
間
あ
た
り
痂
円
　
(

交
通
費
は
出
ま
廿
ん
)

申
込
方
法

電
話
家
政
劬
酉

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課昔
(
3
8
8
0
)
5

↑
9
9

働
く
高
齢
者
と

仕
事
の
募
集

足
立
区
授
侫

で

は
、
お
お

釵

郤

歳
以
上
の
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
'
(芳

と

、
高
齢
者
に

適
し
た
仕
事
(

箱
折
、
耨
'
i
、

紙
折
な
ど
の
簡
単
な
キ
加
工
作

業
)
を

継
続
的
に
発
注
し
て
い

た
だ
く
方
を
募
集
し
て
い
ま

す

。く
ゎ
し
ぐ
は

、
お
問
い
{
お

せ
ぐ
だ
さ
い
。

▽
千
庠哭
町
授
産
場

゛
(
3
8
8
1
)
5
5
4
8

▽
青
井
授
庠場

昔
(
3
8
8
9
)
0
6
8
1

生
活
環
境

区
内
に
お
け
る

都
市
計
画
道
路

内
の
建
築

制
限
緩
和
の
対
象

路
線
が
変
わ
り
ま
す

区
で
は
、
一
定
の
条
件
に
合

致
し
て
い
る
、
都
市
計
厠
退
路

内
の
建
築
制
限
滬
`
和
し
て
い

求
t
か

、
平
虞
3
年
1
月
に
策

定
し
た
、「
区
部
に
お
け
る
都
市

計
画
道
路
の
第
二
次
甼
業
化
計

画

」
で
前
期
事
業
化
予
定
路
線

と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
ナ
し
ほ
。

1
0
月
―
貝
沢
建
築
制
限
の
緩

和
措
置
が
客
X
れ
な
ぐ
な
り

ま
t
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

都
市
計
画
課
計
画
調
整
第
一

係

国
民
年
金

4
0
歳
!

今
か
ら
で
も

間
に
合
い
ま
す

国
民
年
金

3
0代
後
半
は

、
将
来
年
金
が

も
ら
え
忝
か
ご

沢

え
な
い
か
Q

り
か
れ
逎
で
す
。

国
民
年
兪

武

枩

っ
た

め
に

は

、
受
給
資
格
期
間
が
(『
わ
せ

て
最
低

召

年
以
上
』
必
要
で

す
。
2
5
年
間
に
な
6
な
い
方
は

6
0
瞋
?
晟
厩
に
な
る
ま
で
の

間
、
任
意
(
希
望
)
加
入
し
、

受
給
資
格
期
間
を
祠
だ
t
左

に
よ
っ
て
。
`
罠
年
金
が
も
ら

・
l
y
左
に
な
9
手

。

な
お
、
受
給
資
格
期
間
と
は

次
の
も
の
を
い
い
李
罵

ワ
保
険
料
を
柄
め
た
嫻
間

マ
保
険
料
の
諮
覃
受
け
た
期

間
〉
厚
生
年
金
等
に
加
入
」だ
期

間た
だ
し
、
国
民
年
令
ほ
2
0歳

か
ら
印
瞋
ま
で
の
『
4
0年
間
』

保
険
料
を
吶
め
た
と
き
に
、
6
5

歳
か
ら
同
額
の
年
命
額
が
鷽
け

叭
れ
求
罵

ま
だ
、
大
丈
夫
と
更
石
ず
に

今
の
う
ち
に
、
自
分
の
年
金
を

見
巨
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
硬
粲用
係

昔
(
3
a
)
5
1
5
1

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

唇
昆
齊
兀
の
参
紅
ぐ
で
、

ね
ん
癶
ん
出
張
相
砂
存

つ
て

い
ま
す
。

当
日
は
、
国
民
年
金
に
関
す

る
相
談
や
、
足
立
籵
荅
保
険
事

務
所
の
年
金
悁
当
官
に
よ
る
厚

生
年
金
等
の
相
談
壑
万
Z

れ

求
す
。

日
程

表
よ
y

お
り

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
命
課
推
進
係

″
　

昔
(
1
)
5
0
6
1

健

康

フ
ァ
ミ
リ
ー
学
級

わ
か
ぱ
マ
ー
ク
の
パ
パ
と
マ

マ
に
、す
て
忝
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

敷
鼻
胃
し
季
y
。冫
人
の
暖

か
い
(
I
ト
で
新
し
い
家
族
を

迎
戞
戞
備
を
1
-
。蚤
し
ょ
う
。

日
時
9

月
1
7日
(
木
)
。
午
後

し
購
裂

了

ぷ
時

対
象

朷
妊
婦
と
t

の
パ
ー
ト

ナ
ー

内
容

講
話

「
子
供
の
成
長
と

親
の
役
割
」
、
実
技
パ

パ
と

赤
ち
ゃ
ん
の
お
ふ
ろ
タ
イ

ム
」、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど

定
員
3
0

組

一
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

袞
盾
蓆

゛
(
3
8
R
5
)
4
1
5
1

太
り
す
ぎ
よ

さ
よ
う
な
ら

太
Q
茎
汪
、
成
人
病
の
も

と
で
す
。
健
康
的
に
や
廿
叉
だ

め
に
は
ご
R
た
ら
い
い
か
、

一
緒
に
耆
?
み
‘
'
c
よ
う
。

日
時
9

月
2

・
珀
叮

、
口
月

3
日
(
1

日
制
)
い
ず
れ
も
、

午
後
し
時
3
0
分～
t
時

内
容

肥
満
度
チ
ェ
ッ
ク
、
医

師
に
よ
る
講
演
「
太
口
子
き

は
な
ド
惑
い
」、
食
事
療
法
、

運
動
療
法

定
員
5
0

人
(

先
着
順
)

申
込
方
法

電
話
予
約

錫
7
申
込
・
問
合
せ
先
足
　

立
保
哩
?
保
健
婦

昔
(
3
a

～
J
)
4
1
5
1

は
つ
ら
つ

健
康
大
学

あ
な
た
が
企
画
す
る

地
域
が
ら
の
健
康
学

d

尹

そ
れ
は
人
生
8
0
年

黔
乖
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
罵

こ
の
講
庫
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
で
専
門
家
や
経
験
者

童

戸

元

、
み
ん
な
で
一
緒
に

考
蛋

ヂ

。
自
分
自
身
の
健
康

づ
く
n
忝
学
び
、
あ
な
た
の
力

で

健
康
で
共
に
暮
兌

苳

地
域

づ
く
n
忝
届

の
函
し
ょ
う

。

な
お
、
各
摂

零

企

固
ス
タ

ッ
フ
を
萼
集
し
て
い
ま
ず

。

日
程
・
内
容

表
2

の
と
お
り

定
員

約
3
0人

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
8

月
2
0刪

※
5
回
以

上
参
加
の
方
に
は

、

修
了
証
潛
奎
罍
匚
で
に
Iげ
ま
す

。

瀑
所

・
申
込
・
問
合
せ
先

中

央
木
町
保
鴟
相
談
所

a
(
1
)
5
～
f

表18 月のねんきん出張相談日程
表2 中央本町保健相談所はつらつ健康大学日程表

みんなの健康 足 立 保 鮗 所03855- 4151
干 住 保 健 所f i - 4277江 北 保 健 相 岐 所f i - 4

齧

和 保 相 岐 所f i

遐- 4171

串
央 本叨111釵 相談 所f 13- 5351

翆庁皀(干住)・保健予防係03882- 1111 ㈹

ひ

ろ
ば

※
先
一
順
で
、1
団

体
1
事
楽
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

募

集

☆
水
泳
教
室
(
腰
痛
、
肩
痛
、

膝
痛
コ
ー
ス
)

週
L

回
/

う
さ

冫
聶
/

寓
貝
1
0人
/
1

回
に
つ
霤

工
刈
円
/
靨
畑

き
(
3
8
8
1
)
9
?
5

☆
ス
ー

ト
ピ
ー
2

フ
ブ
　
(

毋
と
子
の
リ
ズ
ム
体
操
)

木
・
土
曜
日
1
回
ず
つ
毎
月
2

回
、
午
前
1
0時
～
1
1
時
1
5

分
/

青
年
セ
ン
タ
ー
/
各
回
5
0
0

円
/
河
上

昔
(
3
5
b
4
)
4
5
7
3

☆
コ
ス
モ
ス
(

健
康
リ
ズ
ム

体
操
)

毎
週
水
曜
日

、
午

前
1
0
時
～
1
1
政
卯
竹
/
青
年

セ
ン
タ
ー
/
入
ふ
器
千
円
、

月
額
2
千
円
/
高
浜
・
一
一
　

(
q
χ
s
9
9
)
9
7
8
0

☆
ヨ
ー
ガ
同
好
会
木
曜

日
、
午
前
1
0
時
～
正
午
/
エ

ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
入
会
命
M
-

円
、月
額
千
沺
円
/
守
嶮

昔
(
3
8
4
9
)
9
7
3
9

☆
ヨ
ー
ガ
教
室
(
(
I
ト
チ

ャ
ク
ラ
)
毎
週
月
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
1
1
照
芬
/
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/
月

額
1

千
円
/

谷
口

さ
(
3

呂
)
3
7
4
1

掲示
板

・
J
R

架
空
送
電
線
撤
去
の

お
知
ら
せ

J
R
東
日
本
で
は
、区
内

儖
茘
し
て
い
る
架
罕
透
電

線
(
華
卜
金
町
線
)
が
鉄
道

線
路
沿
い
に
地
中
送
電
線
化

さ
れ
る
こ
こ
に
な
り
、架
空

送
電
線
の
撤
去
工
亊
l
鳶

か
ら
平
成
6
年
1
月
の
予
定

で
吋
い
求
y
。

周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
万
を
お
願
い
¥
子
。

問
合
せ
先
J
R
東
日
本
蕨
　

給
電
区
?
4
8
(
4
　

4
3
)
2
4
?
8

令
東
京
都
在
宅
介
護
講
座
　

都
内
在
住
者
で
、
在
宅
の

猥
た
き
り
高
齢
者
や
痴
呆
性

高
齢
者
を
現
に
介
護
U
て
い

る
冢
啀
介
護
者
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
布
よ
ぴ
介
護
技
術
を
循

得
す
る
こ
と
啻
羝
黶
良
芳

を
対
象
鮃
付
い
求
瓦

日
時
9

月
1
日
～
m
肖
嵒

日
ま
で
の
毎
週
―
回

午

前
1
0時
I
午
後
手
時

場
所

拡
会
福
祉
法
人
系昭
一

園
研
修
セ
ン
タ
ー
(
台
東

区
谷
中
―
-
5
-
H
)

官
員
3
0
大

費
用

無
料

申
込
方
法
直
接
申
込
先
へ

受
付
日
時
&
月
2
5
a
ま
で
　

の
月
廴
金
曜
日
、
午
前
1
　

時
叩
分
～
午
後
5
時

申
込
・
問
合
せ
先
社
簽
福
　

祉
法
人
忿
捫
園
・
事
務
局
　
s

(
3
2
5
6
)
7
a
彁
り

令
都
立
港
工
業
高
校
定
時
制

補
欠
募
集

募
集
学
科

機
械
科
、
電
気

科
、
電
子
科

受
付
日
8
月
2
5
・
2
6
日

考
査
日
&
月
2
7
日
(
木
)

考
査
科
目

国
語
、
数
学
、

専
門
科
目
の
茫
喞
ミ
び

面
接

申
込
方
法

唐
稙
申
込
先
へ

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
港

1
1業
高
校

昔
へ
3
4
3
1
)
l
q
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区制60 周年記念 グッ ズ 販売中
足立区制施行60周年を記念してT
シャツ、テレカ、腕時計等を

販売しています。
販売場所 本庁舎( 千住) 情 報公開課

CI ・情 報政 策室
中央木町庁 舎 情 報公開課( 分室)

コ ミュニ ティ推進課

問合せ先 コミ ュニテ ィ推進課33880 一一5199
CI ・情報政策室 昔3882- 11H( 代)

1200 円

200円

800 円

300円

300円

ま
つ
り
・
あ
だ
ち
6
0

パ
レ
ー
ド
参
加
者大

募
集

£

つ
り
・
あ
だ
ち
9
0

の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
な
ど
受

即
る
パ

レ
ー
ド
に
。
あ
な
た
知
叩
間
と

参
加
し
ま
せ
ん
か

。
ど
な

た
で

も
参
加
で
き
豕
罵

参
加
形
態

も
自
由
で
す
。

パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス
(
予
定
)
　

▽
竹
の
塚
コ
ー
ス
(
1
0
月
1
0
　

日
午
前
)
・
:
竹
ノ
塚
駅
前
　

上
兀
停
擂
園
～
総
合
ス
ポ
　

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
広
場
▽
千
　

住
コ
ー
ス
(
1
0
月
1
1
日
午
後
)
　

・
:
北
千
庄
駅
前
～
荒
川
河
川

敷

「
虹
の
広
場

」

申
込
方
法

電
話
次
に
は
直
接

窓
口
へ

申
込
期
限
8

月
3
1
日

主
催

ま
つ
り
・
あ
だ
ち
印
実

行
委
員
会

申
込
・
問
合
せ
先

実
行
委
O
　

会

事
務
局

中
央
本
町
庁

舎
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

゛
(
3

呂
)
5
1
9
9
　

ま
た
は
ぶ
庁
が
(
千
住
)
・
休

育
振
興
係
{

‘
(
3
8
8
2
)
　
1
1
1
1

㈹

情 報 コ ー ナ ー

足 立60 景 ウ ォ ー ク ラ リ ー ク イ ズ を あ い ネ ッ ト21 で8
月31日まで ゛88#、、で解答してください。

全開 正解の方にステキな 記念品を 差し 上げます。
加入・問合せ先 本庁舎( 千 住) ・広報課( あ いネット21 担当) 　

S3882- 1111 ㈹

お手製のハガキで
手紙を出そう

紙すき体験教室

昔、足立区では地すき紙が。地
元の 産業 とし て 行わ れて い まし
た。郷土博物館ではこれにちなん
で、自 分たちの手で紙をすき、 八
ガ キをつくる教室を開きます。
あな たもお手裂のハガキで、手

紙を出し てみませんか。 哨 木みの
宿題にも吊 適です。
日時8月23日( 日) 、午1変21侍　～

4時
場所 軈上博物部
対象 小 学3 年 生 以 ヒの区 内 在
11E・在動・在学の力

定員20 人( 抽選)
費用 無料
申 込方法 往復ハガキに住所、氏
名、年齢、電 話番号を明記 冂
人1 枚〕

申 込期限8 月18日必着
申 込・問 合せ先 郷土 溥物館
〒120 大谷田5- 20- 1
&3620 ―9393

再就職セミ ナー

今、働こうと する 女 性へ

仕 唱に出たい と思 っていても、
自信がない、家族に 迷惑を かけた
くないなど、 今一 歩が踏みだせな
いあなた。
自分らしさを生力几ッた、仕事探

し のきっかけをつく ってみません
か。
日時・内容 右表の とおり
対象 区内在住・皀 勤・白ミ学の女
性

定員30 人( 抽選)
費用 無料
申 込方法 往復ハガ キに住所、氏
名( フリガ ナ) 、年 齢、職 業、電
話 所号、希望理由を明 記

申 込期限8 月26日必 矜
※ 子介て中の女性も安心して学べ
るよう、2歳以上学齢前のお子さ
んの保育をします。希望の方は、
申込ハガキに子どもの氏名、生年
月日、性別、「保育希望」も明記し
てください。なお、9月3日( 木) 、
午前10時～11時に、保育のオリエ
ン テーションを行います。
場所・申 込・問合せ先 女性絎 合

センタ ー「再就職 セミナー」係
〒123 梅田7331 エル・
ソフィア内 登3880 一一5222

日 程
● 9自3E 保酥刃。レ テーツ匹,

10代の
心とからだ

10代には10代の悩みがありま
す。現代社会のアラナミを生き抜
く10代集まれ。! 木音で語り合お
う。10 代の 「現自モ」に関心のある
方も 大歓迎です。
日時 ・内容 下表の通り
対 象 区内在住・ 在勤・在学の10　
代の方、関心のある方

コ ーデ ィネ ータ ー 北 村年 子氏
( 少女 雑 誌の 悩 み 相談 等を 担
当)

費用 無料
申込 方法 電 話、ハガキ、窓口い
ずれ も 口nハガ キ に は 住 所、氏
名、年齢、職業、電 話番り・を 明記)

場所・申 込・問合せ先 女性絎台
センタ ー 「10代の心とからだ 」
係 〒123 梅 田7- 33- 1 工
ル・ ソフ ィア内S3880- f >222

豪時間はいずれも午後6時30分～8時30分。

ホストファミリーのための

英会話教室

外国の屶をホ ームステ イさ せた
いが、少し英会話に不安 があ ると
思っている 方、この英会 話教 室に
参加しませんか。
日時9月1冂～25日の毎適火・　
金曜日( 全8回) 、午後6時～8　
時

場所 産業振興館
対象 区 内在住の方、特にホ ーム
ステイボランティア希望の 方

定員20 人 ロ クラス10人、2 ク
ラス)

受講料2, 000 円
申込方法電話または直接窓口へ
申込期間8月17日～21日
申 込・問 合せ先 鑚足立区国 際親
羨協会( ( X 役所仲町分室)

S3882 ―l l l Kt t )

汗が光る 仲間がいる
第45回 区民体育大会 参加者募集

● 卓 球 大 会
日時D- りl殳… 9 月20 日( [ ) ( ン
中学・・・9 月27 日C 日) い ず れ も
午 前9 時 から

場 所D 一 般 … 絎 台 ス ポ ー ツ セ ン
タ ー 冫 中学 ‥ 一束 和 セ ン タ ー

種目 団 体 戦( 4 シ ン グ ル 、1 夕・
プ ル ス 編 成)

対象中学生以上の区内在住・在　
動・在学の方1～5人のチーム

参 加 費 レ ‥一般 ‥ ・1 チ ー ム1, 000　
円D 中 学生・・・】チ ー ム500 円

申 込 力 法 ハガ キ に チ ー ム 名 、 代
表 耆お よ び出 場 選 手 の 住 所 、 氏
名 電 話 番 号、 動 務 先 を 明 記

申 込 期 限9 月7 日 必 着
申 込 ・問 合 せ先D 一一般 … 庄 司 徳
之 助 〒121 西 伊 興1- 5- 1 】
03853- 2038 レ 中 学 … 14 中 堀
囗 〒121 西 竹 の 塚1- 8- 】

3899- 1191
・ ハ ゼ 釣 り大 会
集 合9 月6 日 旧) 、 北 千 住 駅 西
口 集 合 、 午 前6 時 出 発

場 所 茨 城 県 「い こ い の 村 涸 沼 」
周 辺

対 象 区 内 在住 ・ 在学 の 力
定 員150 人( 先 涓 順)

参 加 費 冫 大 人 … 3500 円 冫
小・中学生‥・2000 円 〔バス代を
含む 〕

申 込方法 申込用紙にn三所、氏 名、
年齢。電 話番号を 明記し、参加
眥を添え て

申 込期限8 月28日
※ 申込 用紙 は体 育協会 に あり ま
す。
申込先 則足 立区体育協会
〒120 千住1- 4- 18

Q3882- 111l i f t )
問合せ先 釣魚 連合金 七里 豐
3810- 8696 ま た は 近 藤 昔
3888- 6758

元気印の高齢化時代を

シルバーボランティア
スクール

日程・内容 下 表のとおり
場所 竹の塚障害 福祉館
対 象 ボランテ ィア活動に関心 の
あ る高齢者の方

定 員40 人( 先着 順)
費 用 無料
申 込方法 ハガキに郵 便所号、庄
所、氏名、電話 番号、年齢 、性
別、職業を明 記

申 込・問合せ先 西綾 瀬ボラン テ
ィアセンター 〒120 西綾 瀬4　- 5- 6B3880- 8356

シルバーボランティアスクール日程表

RECYCLEPAPER
- 森林資源を大切に一
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